
77 参考館特別展『太平山神社の歴史遺産―日本史フィールド博物館実習成果展―』

参
考
館
特
別
展
『
太
平
山
神
社
の
歴
史
遺
産

�

―
日
本
史
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―
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垣　

美 
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子

　
特
別
展
の
概
要

　

國
學
院
大
學
栃
木
学
園
参
考
館
は
、
平
成
二
十
六
年
九
月
二

十
四
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
特
別
展
『
太
平
山
神
社
の
歴
史

遺
産
―
日
本
史
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
実
習
成
果
展
―
』
を
開
催

し
た
。
本
学
日
本
文
化
学
科
日
本
史
フ
ィ
ー
ル
ド
開
講
の
博
物

館
学
芸
員
課
程
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
一
年
次
の
「
博

物
館
実
習
Ⅰ
」
で
歴
史
資
料
の
取
り
扱
い
、「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」

で
は
考
古
資
料
の
取
り
扱
い
を
学
び
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
二
年

次
の
「
博
物
館
実
習
Ⅲ
」
で
学
生
の
手
作
り
に
よ
る
特
別
展
の

企
画
と
展
示
を
当
館
を
会
場
に
実
習
し
て
い
る
。

　

本
学
の
立
地
す
る
太
平
山
内
に
は
多
く
の
社
寺
が
所
在
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
歴
史
遺
産
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
と

し
、
平
成
二
十
五
年
度
は
『
太
平
山
麓
の
歴
史
遺
産
―
太
山
寺

と
連
祥
院
―
』
と
題
し
て
展
示
を
行
な
っ（
１
）た
。

　

今
年
度
は
、
太
平
山
神
社
を
取
り
上
げ
た
。
太
平
山
神
社
に

は
古
来
よ
り
数
多
く
の
歴
史
遺
産
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
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の
う
ち
参
道
か
ら
本
殿
周
辺
、
奥
宮
ま
で
の
一
般
に
見
学
可
能

な
も
の
の
中
か
ら
、
実
習
生
が
自
ら
調
査
し
た
も
の
を
パ
ネ
ル

展
示
し
た
。
平
成
二
十
六
年
度
の
「
博
物
館
実
習
Ⅲ
」
は
、
小

林
青
樹
教
授
が
担
当（
２
）し
、
受
講
生
は
古
代
史
一
名
、
中
世
史
四

名
、
近
世
史
五
名
、
近
代
史
二
名
、
考
古
学
一
名
、
宗
教
史
一

名
、
西
洋
史
一
名
の
十
五
名
か
ら
な
る
。
三
人
一
組
の
班
で
計

五
班
を
編
成
し
、
各
班
で
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
決
め
、
あ
じ

さ
い
坂
・
太
平
山
神
社
参
道
・
太
平
山
神
社
境
内
の
三
地
区
を

分
担
し
、
調
査
し
た
結
果
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し
た
。

　
「
あ
じ
さ
い
坂
」
は
、
太
平
山
神
社
へ
と
続
く
約
千
段
の
石

段
両
側
に
様
々
な
あ
じ
さ
い
が
咲
き
誇
る
。
そ
し
て
そ
の
道
中

に
あ
る
弁
財
天
を
祀
る
窟
神
社
や
松
平
定
信
が
書
い
た
と
さ
れ

る
鳥
居
の
額
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。「
太
平
山
神
社
参
道
」で
は
、

中
腹
に
あ
る
推
定
樹
齢
千
年
以
上
の
御
神
木
や
神
橋
、
幕
末
に

水
戸
天
狗
党
が
滞
在
を
示
し
た
柱
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。「
太

平
山
神
社
境
内
」
で
は
、
本
殿
以
外
の
様
々
な
社
殿
の
な
か
か

ら
星
宮
神
社
、
天
狗
を
祀
る
足
尾
神
社
、
稲
荷
社
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

　
展
示
準
備
の
経
緯

　

春
セ
メ
ス
タ
ー
全
十
五
回
の
講
義
の
中
で
調
査
・
展
示
準
備

を
行
い
、
特
別
展
自
体
は
秋
セ
メ
ス
タ
ー
の
講
義
開
始
に
合
わ

せ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

最
初
の
講
義
で
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
、
企
画
展
の
流
れ
を

説
明
し
、
班
ご
と
に
調
査
担
当
エ
リ
ア
を
決
め
た
。
二
・
三
回

目
で
は
ポ
ス
タ
ー
作
り
を
行
な
っ
た
。
ま
ず
各
個
人
で
原
案
を

作
り
、
こ
れ
を
班
で
一
枚
に
ま
と
め
て
、
投
票
に
よ
っ
て
ポ
ス

タ
ー
を
担
当
す
る
班
を
選
ん
だ
。
四
回
目
は
現
地
に
足
を
運
び

特
別
展
の
ポ
ス
タ
ー
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調
査
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
確
認
し
て
、
展
示
の
構
成
を
練
っ
た
。

五
～
七
回
目
は
踏
査
成
果
を
も
と
に
、
展
示
案
を
構
想
し
た
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
展
示
図
の
作
成
や
、
パ
ネ
ル
展
示
の
レ
イ
ア
ウ

ト
な
ど
展
示
内
容
を
詰
め
て
い
っ
た
。
最
終
的
な
展
示
構
成
は

表
の
通
り
で
あ
る
。
八
回
目
は
再
び
現
地
に
赴
き
、
展
示
に
使

う
資
料
の
写
真
を
撮
影
し
た
。
九
回
目
か
ら
は
各
班
図
書
館
な

ど
で
資
料
を
調
べ
、
パ
ネ
ル
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
っ
た
。
そ

の
後
、
教
員
の
添
削
を
経
て
原
稿
が
完
成
し
、
写
真
の
選
定
が

終
わ
っ
た
班
か
ら
パ
ネ
ル
を
作
成
し
て
い
っ
た
。
但
し
、
正
規

の
授
業
回
数
だ
け
で
は
展
示
完
成
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
の
で
、

補
講
を
一
日
設
け
て
、
最
終
的
な
展
示
作
業
を
し
た
。
午
前
中

は
パ
ネ
ル
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
、
午
後
か
ら
レ
イ
ア

ウ
ト
案
を
も
と
に
実
際
に
展
示
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
。
展
示

作
業
は
完
成
し
た
パ
ネ
ル
を
ピ
ン
を
使
っ
て
展
示
し
て
い
く
作

業
で
あ
る
。
最
後
に
各
班
の
解
説
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
展
示
が

完
成
し
た
。
秋
セ
メ
ス
タ
ー
に
な
り
最
初
の
斯
花
ア
ワ
ー
の
授

業
で
日
本
史
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
・
二
年
生
が
展
示
を
見
学
し
、

各
班
の
代
表
者
が
担
当
箇
所
を
解
説
し
た
。

　

以
上
が
「
博
物
館
実
習
Ⅲ
」
の
内
容
で
あ
る
。
特
別
展
自
体

は
十
二
月
ま
で
開
催
だ
が
、
こ
の
間
、
残
念
な
が
ら
学
生
の
関

展
示
パ
ネ
ル
リ
ス
ト

名
称

種
類

　

一

あ
じ
さ
い
坂

解
説
・
写
真

　

二

窟
神
社
（
太
平
山
弁
財
天
）

解
説
・
写
真

　

三

灯
籠

解
説
・
写
真

　

四

松
平
定
信
の
額

解
説
・
写
真

　

五

神
橋
（
二
荒
山
神
社
）

解
説
・
写
真

　

六

神
橋
（
太
平
山
神
社
）

解
説
・
写
真

　

七

野
州
太
平
山
之
図

写
真

　

八

御
神
木

解
説
・
写
真

　

九

水
戸
天
狗
党
太
平
山
本
陣
跡

解
説
・
写
真

　

十

随
神
門

解
説
・
写
真

十
一

右
大
臣

解
説
・
写
真

十
二

左
大
臣

解
説
・
写
真

十
三

太
平
山
神
社
の
概
要

解
説

十
四

太
平
山
神
社

写
真

十
五

星
宮
神
社

解
説
・
写
真

十
六

太
平
稲
荷
・
蔵
稲
荷
・
伏
見
稲
荷

解
説
・
写
真

十
七

太
平
山
奥
宮

解
説
・
写
真
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わ
る
機
会
を
作
れ
な
か
っ
た
。
博
物
館
学
芸
員
を
目
指
す
学
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
展
示
解
説
会
な
ど
を
設
け
、
本
学
の

特
色
で
あ
る
施
設
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

　

最
後
に
今
回
の
特
別
展
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た

太
平
山
神
社
に
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。

注（
１
）
小
林
青
樹
・
髙
垣
美
菜
子
「
特
別
展　

太
平
山
麓
の
歴
史
遺

産
―
太
山
寺
と
連
祥
院
―
」『
栃
木
史
学
』
第
二
十
八
号
、

平
成
二
十
六
年
三
月

（
２
）
本
稿
は
、
小
林
の
協
力
を
得
て
髙
垣
が
取
り
ま
と
め
た
。

平成26年度学芸員課程受講生

展示作業

パネル作成
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